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る日別降水量を用いて、1979～2018 年の 3 日積
算降水量の領域平均値（西日本）を作成した。 



















タ、90 日ローパスフィルタ、および 25 日ローパス
フィルタをそれぞれ 8-day HPF、8-25-day BPF、
25-90-day BPF、90-day LPF、および 25-day 
LPF と表記する。 
なお、大気循環場データとして気象庁 55 年長
期再解析（JRA-55，Kobayashi et al. 2015）を使
用するほか、対流圏上層の準定常ロスビー波の
波束伝播を表現する波活動度フラックスの計算
には、Takaya and Nakamura (2001)を用いた。 
 
 
第 1 図 西日本平均３日積算降水量ランキング。赤色




(1) TP10 の循環場合成図の特徴と JL18 との
比較（3 日平均場） 



























これら合成解析図と第 1 図右列の JL18 事例偏
差図を比較すると、大まかな分布は合成解析図と
一致しているが、対流圏上層の渦度偏差の分布
をみると（第 2 図 e）、朝鮮半島上空の気圧の谷の
水平スケールが小さく、シャープな構造をしてい
るのが分かる。対流圏中層における上昇流偏差






びている（第 2 図 g）。また地上の海面更生気圧










播しており（第 3 図 a）、これらの波束はその後ロシ
ア西部の気圧の谷、シベリアの気圧の尾根を（第
3 図 b、c）、最終的に日本の東の気圧の尾根を強




ては（第 3 図 e～h）、西ヨーロッパから STJ 沿いに
波束伝播がみられ、日本付近の西谷が強化され





4 図）、6 月の下旬後半に顕著な波束伝播が STJ
沿いに発生し日本の東の気圧の尾根ひいては地
上の高気圧を強化している（第 4 図 a、b）。その気
圧の尾根は 7 月初め頃にいったん弱まるが（第 4
















て確認する（第 5 図）。TP10 の合成図では（第 5
図 a）、統計的に有意な鉛直積算水蒸気フラック
スの収束偏差域が中国華南から日本付近にみら
れ、その分布は 500hPa 上昇流偏差域（第 2 図 b）















第 4 図 2018 年 6 月下旬後半から 7 月上旬までの
250hPa 気圧面における波活動度フラックス（m2s-2、矢
印）およびジオポテンシャル高度偏差 
第 3 図 第 2 図左列に同じ、ただし TP10、MD10 および LW10 の降水ピーク日から 9 日前までのラグ合成
















第 6 図左列は時間フィルタを施した SLP 偏差
の合成図である。まず日本の南東海上にある高
気圧に着目すると、8-day HPF の場合（第 6 図 a）
を除いて統計的に有意な高気圧偏差がみられ、
特 に  季 節 内 振 動 ス ケ ー ル に 該 当 す る
25-90-day BPF の場合において、最も明瞭となっ










(Nitta 1987; Kosaka and Nakmura 2010)。実際、
外向き長波放射量（OLR）偏差の合成図をみて






タを施した OLR 偏差分布をみると（第 7 図 d）、







第 5 図 （a）、（b）第 2 図に同じ、ただし鉛直積算水蒸気
フラックス（矢印、kg m s-1）およびその収束・発散（等値



































発展を 2018 年 6 月下旬まで遡ってみる（第 8 図）。
6 月 26 日には（第 8 図 a）、20°N, 140°E におい
て対流活動の活発化に対応した OLR 負偏差域
がみられており、その OLR 負偏差域の西部に弱
い低気圧偏差が解析されている。6 月 28 日には
（第 8 図 b）、対流活動活発域、低気圧偏差のい
ずれも西方へ伝播し次第に強まっているのが分























第 6 図 第 2 図に同じ、ただし（a）、（e）8-day HPF、（b）、
（f）8-25-day BPF、（c）、（g）25-90-day BPF および
（d）、（h）90-day LPF を施した SLP 偏差（hPa） 
第 7 図 第 2 図に同じ、ただし 25-90-day BPF を施した（a）、（c）250-hPa ジオポテンシャル高度偏差
(hPa)および（b）、（d）OLR 偏差(W m-2) 等値線間隔はそれぞれ（a）20gpm、（b）10W m-2。 
58
 始めるが、低圧部は 7 月 6 日にかけて東シナ海か




























変動成分の寄与が大きい（第 9 図 c）。例えば、
25-day LPF を施した渦位の正偏差の極値は
8-25-day BPF を施したもののおよそ 1.5 倍となっ
ている。この点で、JL18 発生時における渦位偏
差分布の特徴は合成図とはかなり異なる（第 9 図
右列）。JL18 発生時には、25-day LPF を施した
渦位の正偏差が朝鮮半島付近ではほとんど解析
されていない(第 9 図 f)。一方、より高周波帯のフ
ィルタ、8-25-day BPF や 8-day HPF を施した渦
位の正偏差は明瞭に解析されている（第 9 図 d、
e）。 





第 8 図 2018 年 6 月 26 日から 7 月 6 日にかけての
8-25-day BPF を施した SLP 偏差（等値線、hPa）およ
び OLR 偏差（陰影、 W m-2） 等値線間隔は 1hPa。 
 
第 9 図 第 2 図に同じ、ただし（a）、（d）8-day HPF、（b）、
（e）8-25-day BPF、（c）、（f）25-day LPF を施した 360K
等温位面の渦位偏差（PVU） 
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